
千
成
16
年
9
月
発
行

●
発
行
人
平
沼
貞
昭

●
編
集
人
泊
水
照
雄

●
発
行
財
団
怯
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
躾
財
団
〒
2
2
0
,
8
6
1
1横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
,
1
,
1
6
0
4
5
,
2
2
5
,
2
1
7
1（直
通
）
昧
内
北
社
大
日
本
印
阻
鞠

-0一

鱈
庸

v

)1J 
横得開啓150周年

「風を受けて世界へ開<"帆”」をイメ

ージしています。三枚の帆は、グリーン

が企業、プルーが行政、ピンクが市民を

表現し、重なり合う二つの三角は“力”

と"融合＂を表し、 1世紀半におよぶ当

地の歴史とそこに培われた進取の気質

を織り込んでいます。これらが三位ー1本
となり、 「夢」という風を受けて未来の横

浜を力強く押し上げます。



飲
皇

4

ぶ

ぞ
右／ 「ペリーの横浜上陸」。ハイネの原画

による石版画。安政元年2月10日 (1854

年3月8日）` ペリーは約500名の将兵を

率いて横浜に上陸し、画面左手の応接所

で日米会談。※ 左／パイプをふかすぺ

リー（米経渡来紀念図）。 ※

4
『̀

F
A
鼻

横

は

物

洵
辺
の
小
さ
な
村
に
、
ホ
テ
ル
や
商
館
が
建
ち
、
公
園
が
で
き
、
鉄
道
が
敷
か
れ
、
ま
た
た
く
間
に
枇
界
の
商
都
へ
と
発
展
…
…
。

を
な
＇
ふ
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心

電言機（右）と、その他のさまざまな贈り物（米鑑渡来紀念図）。※

囀~ ~ 望,,_,,;.e~

浜

も

の

の

じ

め

語

今
か
ら
百
五
十
年
前
の
安
政
元
年

（
』
八
丘
四
）
、

現
在
の
横
浜
開
港
資
料
館
の
辺
り
に
設
け
ら
れ
た
応
接

所
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
捉
督
ら
と
凶
杢
府
の
代
表
団

が
会
談
、
H
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
会
談
は

叶
四
回
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
饗
応
し
あ
っ
た

り
、
贈
り
物
を
交
換
す
る
な
ど
、
日
米
親
善
の
行
事
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
H
本
人
に
と

っ
て
は
初
め
て
H
に
す

る
も
の
ば
か
り
、
応
接
や
瞥
備
に
当
た
っ
た
武
士
た
ち

の
う
ち
、
教
菱
の
あ
る
人
び
と
は
多
く
の
知
識
を
持
っ

て
い
た
だ
け
に
余
計
、
実
物
を
見
る
こ
と
に
知
的
典
蒋

を
覚
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
筆
ま
め
な
彼
ら
に
よ
っ
て

多
く
の
記
録
や
ス
ケ
ッ
チ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
評
判
と
な
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

賠
り
物
の
う
ち
、
四
分
の

一
の
模
型
な
が
ら
実
際
に
走

っ
て
み
せ
た
蒸
気
機
関
車
、

一
瞬
の
う
ち
に
言
語
が
通

じ
る
電
信
機
で
し
た
°
や
が
て
こ
れ
ら
の
文
明
の
利
器

が
日
本
社
会
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
重
要
な
役
割
を
果
た

．．
 

す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
彼
ら
は
予
感
し
て
い
た
で
し

ょ
う
か
。
京
浜
間
に
電
信
線
が
架
設
さ
れ
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
わ
ず
か
十
五
年
後
の
明
治
一
年
＇
（
一
八
六
九
）、

圃
じ
く
京
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
十
八
年
後
の

明
治
五
年
の
こ
と
で
し
た
。

表
紙
／
三
代
広
重
画

「横
浜
海
岸
鉄
道
蒸
汽
車
固
」
横
浜
開
港
資
料
館

所
蔵
，
裏
表
紙
／
馬
車
道
通
り
に
復
否
さ
れ
た
日
本
初
の
ガ
ス
灯
。

※
印
の
図
版
は
横
浜
開
港
頁
迂
賠
m蔵
の
も
の
で
す
。
(
p
2
1
1
5
)

H
本
を
変
え
た
ペ
リ
ー
の
贈
り
物

横
浜
開
港
と
新
文
化
の
伝
来

斎
藤
多
喜
夫

横
浜
開
港
資
料
館
調
壺
研
究
員

?
l
 



上
／
鳥
居
型
鎌
楼
が
付
設
さ
れ
た

「
横
浜
天
主
堂
」
＿―-代
広
重
画
。
※

下
／
明
治
後
期
の
旧
居
留
地
本
町

．
＜
；＇
4
，
通
り
（
絵
葉
書
）。
※

鼠
ゑ

4

上
／
横
浜
開
港
資
料
館
（
も
と
英
国
領
事
館
）
と
、
中
庭
の
王
楠

の
樹
0

下
／
、
料
館
隣
に
は
日
米
和
親
条
約
締
結
の
記
念
碑
が
。

とー・
-
冒＇

さいとう ・たきお/1947年、横浜市生まれ。東京都立大学大学院修士課程修了。現

在、横浜開港資料館・横浜都市発展記念館調査研究員。共著に 「F・ベアト幕末日本

写真集Jr横浜もののはじめ考」ほか。著書に 「幕末明治横浜写真館物語』など。

横
浜
最
初
の
本
格
的
実
測
図
「横
浜
絵
図
面
」
M
・
ク
リ
ペ

作
成
、
慶
応
元
年

(1
8
6
5
)
。
※

ペ
リ
ー
来
航
は
、

日
本
人
に
西
洋
の
文
物
を
実
見
す

る
機
会
を
与
え
、
強
烈
な
関
心
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た

が
、
直
接
そ
れ
ら
の
摂
取
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
は
や
は
り
安
政
六
年

(-
八

五
九
）
の
横
浜
開
港
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

神
奈
川
紺
の
近
く
か
、
横
浜
か
、
港
の
位
置
を
め
ぐ
る

外
国
と
の
対
立
が
解
消
を
み
た
翌
万
延
元
年
初
頭
か
ら
、
4

横
浜
で
の
外
国
人
居
留
地
の
建
設
が
本
格
化
す
る
と
、

こ
こ
に
西
洋
の
小
都
市
を
思
わ
せ
る
外
国
人
の
街
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。
居
留
地
で
の
内
外
人
の
交
流
を
通
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
文
化
の
摂
取
、
す
な
わ
ち

「も

の
の
は
じ
め
」
の
諸
事
象
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
維
新
後
、
新
政
府
が

「殖
産
興
業
」
を

旗
印
に
、
梢
極
的
に
西
洋
の
技
術
を
採
り
入
れ
た
際
も
、

横
浜
の
外
国
人
居
留
地
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

-

i

 

ま
す
。
技
術
者
の
雇
川
や
資
材
の
輸
入
な
ど
に
居
留
地

の
銀
行
や
商
朴
が
活
躍
し
た
の
で
す
。
電
信
や
鉄
道
は

そ
の
成
果
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
殖
産
典
柴
政
策
を
支

え
る
人
と
物
と
怜
報
の
流
通
の
動
脈
で
も
あ
り
ま
し
た
。

電
信
や
鉄
道
な
ど
は
「
官
」
の
手
で
生
み
出
さ
れ
た

「も
の
の
は
じ
め
」
で
す
。
「横
浜
も
の
の
は
じ
め
考
j

（
横
浜
開
港
資
料
館
、

：
九
八
八
年
）
と
い
う
本
を
ま

と
め
た
時
に
取
り
上
げ
た
項
目
で
い
う
と
、
港
と
町
づ

く
り
、
運
輸
・
通
信
な
ど
も
、
お
お
む
ね
「
官
」
に
属

す
る
事
業
で
す
。．

方
、
ホ
テ
ル
、
洋
食
文
化
、
娯
楽
、：

ス
ポ
ー
ツ
や
、
新
し
い
職
業
・
産
業
な
ど
は

「民
」
に

属
す
る
事
項
で
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
進
取
の
精
神
だ
け

を
頼
り
に
居
留
地
に
飛
び
込
み
、
新
文
化
と
格
闘
し
て

そ
れ
を
も
の
に
し
た
、
多
く
の
庶
民
の
サ
ク
セ
ス
・
ス

ト
ー
リ
ー
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
3

「も
の
の
は
じ
め
」

が
人
気
を
失
わ
な
い
理
由
の

．
つ
が
そ
の
辺
り
に
あ
り

そ
う
で
す
。

外
国
人
居
留
地
の
果
た
し
た
役
割



亭
鉄
道
亭
月
且
。
を

日
本
で
品
初
に
鉄
逍
が
開
通
し
た
の
は
明

治
ガ
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
年
の
五
月
七

H
に
仮
営
業
が
開
始
さ
れ
、
横
浜
IIIDa川
間

を
走
破
。
こ
の
様
子
を

「横
浜
師
日
新
聞
」

は
、
「
あ
た
か
も
人
間
に
羽
哭
を
付
し
て
空

天
を
翔
け
る
に
似
た
り
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
線
路
は
延
及
さ
れ
、
四
カ
月
後
の

九
月
ト
ニ
日
（
陽
暦
に
直
す
と
|
月
十
四
II

で
、
こ
の

H
が
鉄
逍
記
念

H
と
な
る
）
に、

横
浜
—
新
栃
閾
、
二
九
キ
ロ
が
全
線
開
通
し

ま
し
た
。
開
業
式
に
は
明
治
天
白
素
が
臨
席
し
、

横
浜
市
内
に
は
十
五
万
張
り
の
提
灯
が
飾
ら

れ、

h
千
人
の
見
物
客
が
繰
り
出
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

鉄
道
建
設
工
事
の
指
揮
に
当
た
っ
た
の
は

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
エ
ド
モ
ン
ド
・
モ
レ
ル
。

J
R桜
木
町
駅
（
当
時
の
横
浜
駅
）
の
コ
ン

コ
ー
ス
に
モ
レ
ル
の
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
C

三代広重画「東京横浜鉄

道往返之図」明治6年。

馬のt串城昏斤蔵。

"＂" 
頂

ミ、シー
L ~ 
かつては横浜駅があっ

た桜木町駅の近くに建

つ「鉄道発祥の地」碑。

横
浜
も
の
の
は
じ
め
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
各
項
目
は
、
「
横
浜
も
の
の
は
じ
め
考
」
（
横
浜
開
港
資
料
館
）
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。

前ーまつのも車ての▲
輪八せてでクで考ド八世
に六ん 走 ‘ラす案ラ
ペ 0 で行地ン ゜さイ
ダ 閃しす面クまれス年

し靡
ルイ,.たるをも f
．に ゜し両な
ク なそか足か

ミ菜翡陥i
ペ製にイ

ラ つのあでつダ自よッ車
ンて後り蹴たル転つ人は

誓応面~一 雷

!I! 

ク
の
付
い
た
自
転
車
が
登
場
し
、
本
格
的
な
H
転
車
の
時

代
を
迎
え
ま
す
。

H
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
慶
心
年
間
と
の
こ
と
。
明
治

十
二
年
に
横
浜
・
蓬
菜
町
に
国
産
初
の
メ
ー
カ
ー
（
梶
野

自
転
車
面
店
）
が
誕
牛
し
ま
す
。＂
当
時
、
自
転
車
の
製
造

に
腕
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
か
つ
て
の
鍛
冶
職
人
た
ち
で
、

鉄
砲
を
作
る
技
術
が
自
転
車
の
フ

レ
ー
ム
づ
く
り
に
役
立

っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

上
／
梶
野
自
転
車
商
店
前

（明

治
41
年
頃
の
写
真
）
。
右
／
明

治
10
年
頃
の
製
造
と
伝
え
ら
れ

る
国
産
第
1
号
の
自
転
車
。
自

転
室
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

て
っ
ぼ
う
か

じ

鉄
砲
鍛
冶
が
活
躍

亭
自
転
車
亭
い
い
。

7
 

6
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慶応元年 (1865)、山手練兵場

で行われた日本人士官によるレ

ースの模様 （「絵入りロンドン・

ニュース」に掲載）。※

I百

i 
皇c ・叫"、一•-£,_
上／永林信実「横浜名所之内 大日本横

浜根岸万国人競馬興行ノ図」明治5年c

右／曲馬もまた、明治元年 (1864)、

横浜で最初に興行。歌川芳虎「中天竺

舶来之軽業J。馬の博物館所蔵。

亨
ホ
テ
ル

〗
シ
ー
ボ
ル
ト
や
バ
ク
ー
ニ
ン
も

泊
ま
っ
た

「横
浜
ホ
テ
ル
」
。

開
港
か
ら
数
力
月
後
の
万
延
冗
年
（

一

八
六
0
)
二
月
、
横
浜
で
最
初
の
ホ
テ
ル

が
開
業
。
名
称
は
「
横
浜
ホ
テ
ル
」
。
上

海
の
炎
字
新
間

「ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ

・

ヘ
ラ
ル
ド
」
の
一丘
月
卜
日
号
に
は
、

「公

衆
の
長
い
判
の
渇
望
に
応
え
て
開
業
」
と
、

さ
も
誇
ら
し
げ
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
居
留
地
を
訪
れ
る
外
国
人
た
ち
は

年
々
多
く
な
り
、
そ
ん
な
彼
ら
の
悩
み
の

種
が
宿
泊
施
設
で
し
た
。

ホ
テ
ル
の
経
党
者
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
籍

の
帆
船
ナ
ッ
ソ
ウ
号
の
元
船
長
フ
フ
ナ
ー

ゲ
ル
。
宿
泊
客
の
中
に
は
、
医
師
シ
ー
ボ

ル
ト
父
子
や
、
亡
命
中
の
ロ
シ
ア
の
革
命

家
バ
ク
ー
ニ
ン
の
名
も
あ
り
ま
す
。

か

た

ぐ

さ

亭

競

馬

亭

り

且

。

人

ジ

ョ

ノ

キ

ー

・

居
留
地
に
住
む
外
国
人
た
ち
の
手
で
、

H
木
で
り
取
初
の
洋
式
競
馬
が
行
わ
れ
た
の

は
、
．
JJ
延
．．
 
JL
年

(
-
八
パ
0
)
、
場
所
は

現
在
の
元
町
の
辺
り
と
い
わ
れ
ま
すC•
一

年
後
に
は
、
造
成
中
の

IR横
浜
新
田
で
、

よ
り
本
格
的
な
レ
ー
ス
が
開
佃
さ
れ
、
そ

し
て
慶
応
一
．
年
(
-
八
六
六
）
、
根
岸
の

丘
に
日
本
初
の
近
代
競
馬
場
が
完
成
す
る

や
、
競
馬
フ
ー
ム
に
火
が
つ
き
ま
す
。

明
治
八
年
、
日
本
人
初
の
横
浜
レ
ー
，
ぐ
み
ち

ス
・
ク
ラ
プ
の
会
員
と
な
っ
た
西
郷
従
逍

（
西
郷
隆
盛
の
実
弟
）
が
、
愛
馬
ミ
カ
ン

に
ま
た
が
り
、
八
0
0いい
を
一
八
JJ-
．．
 
秒
で

走
り
、

H
本
人
で
初
め
て
俊
勝
し
た
こ
と

は
話
り
苗
r
に
な
り
ま
し
た
。

攣
カ
フ
エ
テ
リ
ア
古

開
港
当
初
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
輸
入
さ
れ
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
続
々
オ
ー
プ
ン
。

JL
治
元
年
(
-
八
六
四
）一
苔
月
、
横
浜
居

留
地
内
に
最
初
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
オ
ー
プ

ン
。
「
ア
リ
エ
・
カ
フ
ェ

」
と
い
う
店
で
し

た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
続
々
と
コ
ー
ヒ
ー

・

ハ
ウ
ス
が
開
店
。

こ
の
年
、
外
国
人

遊
歩
新
迫
が
開
通

す
る
と
、
翌
年
さ

っ
そ
く
コ
ー
ヒ

ー

・
ハ
ウ
ス
が
出

店
し
、
坂
の
上
は
、

コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ

ス
・
ヒ
ル
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
も
競
馬
同
様
、
幕
末
の
居
留
地
で

盛
ん
だ
っ
た
娯
楽
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
文
久

．―-
年
(
-
八
六
一．．
 
）
に
、
駐
屯
軍
の
将
兵
を

中
心
に
開
催
さ
れ
た
の
が
最
初
の
ボ
ー
ト
・

レ
ー
ス
で
、
そ
の

後
、
明
治
|
八
年

ト

一
月
一・-H
、
東

泉
帝
国
大
学
の
学

生
チ
ー
ム
と
居
留

外
同
人
の
チ
ー
ム

と
で
行
わ
れ
た
レ

ー
ス
が
、
国
際
ボ

ー
ト
・
レ
ー
ス
の

始
ま
り
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
ボ
ー

ト
・
ハ
ウ
ス
の
光
景
。
明

治
14年
6
月
3

※

亭
ボ
ー
ト
亭

国
際
ボ
ー
ト
・
レ
ー
ス
は
、

H
本
人
と
居
留
外
国
人
と
の
問
で
展
開
。

左／「御開港横浜大絵図二編外国人住

宅図」に描かれた横浜ホテル。 「ナッショ

ウ住家」と雹かれたところがホテル。横

浜都市発展記念館所蔵3 右／明治23年

に建てられたグランド・ホテル新館。※
r'『,.

，
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右／ステレオ写真。 2つのレンズで同時に2枚の写真を

暉知、ビューワーで見ると立体的に見える（岡コレ

クンョン）。※ 左/F・ベアトの彩色写真。※

4

ら

ん

ー
I

佛
蘭
西

宍
与
真
[ぺ[
H
本
最
初
の
職
業
写
真
家
は
だ
れ
か
。

写
真
史
の
謎
が
解
明
さ
れ
た
！

都
未

・
開
湛
期
の
横
洪
で
は
、

「ジ

ャ
パ
ン
・
ヘ
ラ
ル
ド
」
や

「ジ
ャ
パ

ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
」
な
ど
、
居
留
外
国
人

向
け
の
新
聞
が
相
次
い
で
発
fljさ
れ
る

中
、
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
に
ジ
ョ

セ
フ

・
ヒ
コ
（
浜
田
彦
蔵
）
に
よ
り
、

H
本
初
の
邦
字
新
聞
が
創
刊
。
そ
の
名

も

「新
聞
誌
」
（
翌
年
「
海
外
新
問
」

と
改
題
）
。
こ
れ
は
外
国
の
新
聞
を
翻

訳
し
た
木
版
和
綴
本
。
そ
の
後
、
明
治

．―-
年
に
、
日
本
初
の
日
刊
邦
字
新
聞

「横
浜
侮
日
新
聞
」
が
登
場
。
輸
出
入

の
情
報
や
商
館
の
広
告
な
ど
で
梢
成
さ

れ
た
経
済
情
報
紙
で
、
鉛
の
活
字
を
用

い
た
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

'.-~ 玉~:-~ ・・1 ~~~ 一↑占i¥~
年真の真祖2右
よ百も館と元／
り年のをい年—
マ 祭＾ 営わ マ イ

※If門悶ぅ＇
て下日
グい岡本芳
1ラた蓮写員
9フ40杖真画
2'-歳 ’の ・
5写代写 開文

亭
和
英
辞
典

〗「聖
沓
」
を
和
訳
す
る
夢
か
、

ヘ
ポ
ン
式
ロ
ー
マ
字
へ
と
。

安
政
しハ
年
(
-
八
五
九
）
、
キ
リ
ス

ト
教
の
宜
教
師
•
I
R師
と
し
て
来
日
し

た
ヘ
ボ
ン
は
、
神
奈
川
の
成
仏
寺
に
滞

任
。
そ
の
後
、
施
療
院
を
開
設
し
、
献

身
的
な
治
療
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
ヘ

゜

ボ
ン
の
夢
は

「架
杏
」
を
和
訳
す
る
こ
ー

と
で
、
そ
の
た
め
に
は

n本
語
の
習
得

が
必
須
。
そ
ん
な
ヘ
ボ
ン
が
、
八
年
が

か
り
で
紺
築
し
た
の
が

「和
英
語
林
集

成
」
で
し
た
。

ヘ
ボ
ン
の
頭
を
最
も
悩
ま
し
た
日
本

語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
が
、
「
ヘ

ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
」
と
呼
ば
れ
、
現
在

の
ロ
ー
マ
字
の
原
型
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

馬
車
道
に
は
「
日
本
写
克
の
開
祖
写
呉
師

・
下
岡
蓮
杖
顕
彰

碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
下
岡
蓮
杖
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ
ン
シ

ン
と
い
う
カ
メ
ラ
マ
ン
（
最
近
、
ウ
ン
シ
ン
が
セ
ミ
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
、
ジ
ョ
ン

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
）
よ
り
写

貞
術
を
学
び
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
カ
メ
ラ
を
譲
り
受
け
て
独
吃
し
、

写
真
館
を
開
設
。
顕
彰
碑
に
は
、

「
一
八
六
一一
年
（
文
久
二
年）

横
浜
に
写
真
館
を
開
く
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
同
じ

年
に
長
約
で
上
野
彦
馬
も
写
真
館
を
開
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
研
究
で
、
日
本
で
最
初
の
戦
業
写
良
家
が
蓮
杖
で
は
な

く
、
屈
留
地
で
雑
貨
商
を
営
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
フ
リ
ー
マ

ン
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

斎
藤
多
喜
夫
氏
の
者
脅

「幕
末
明
治
横
浜
写
真
館
物
語
l

に

よ
る
と
、
フ
リ
ー
マ
ン
が
輸
入
し
た
写
真
機
を
用
い
て
、
数
力
月

間
、
写
呉
家
と
し
て
肖
像
写
真
を
撮
彩
し
た
と
の
こ
と
。
こ
の
フ

リ
ー
マ
ン
か
ら
作
品
と
仕
事
を
譲
り
受
け
た
の
が
掬
飼
玉
川
と
い

う
人
で
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ン
は

一
八
六
0
年
に
開
業
し
、
翌
年
、

玉
川
は
江
戸

・
両
目
で
開
業
。
一
年
遥
い
と
は
い
え
、
日
本
人
で

最
初
の
織
業
写
真
家
は
玉
川
で
、
蓮
杖
は
横
浜
最
初
の
日
本
人
写

典
家
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上／日本で初めての邦字日刊紙 「横浜

毎日新聞」は、明治3年に創刊。明治12

年に、「東京横浜毎日新聞」と改題し、

全国紙へと発展して行きます。※

右／「日本国新聞発祥の地」碑。ジョ

セフ ・ヒコの肖像がレリーフに。

そ々
各
r

点
ゲ

T

H

苓

e. 
ウ

9

ュr

F

t
i
t
 

[

．

i
 ょウ-

9

9

 

ヽ

上／ 「和英

語林集成」初版本。

慶応3年 (1867)に刊行。※

左／ 「ヘボンよ、永遠に」と、 ヘボン

の業績を讃えたビゴーの漫画。※

亭
新
聞
[
〗

も

ん

わ

と
じ

日
本
初
の
邦
字
新
聞
は
、

外
国
新
闘
を
翻
訳
し
た
木
版
和
綴
本
。

.,,. 
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一
三J1-乙豆

｛

亡
一

h
 

喜
利
；
□-口
〗
いE
の

打※
 

＜
 
焼

者

を

邦

業創
ぷ
げ
-

£->[[
／

／

ク

右

図

上

木

匂？

パ
ン
奇炉 r

り
ー
ー

•
E

'
、

明治18年頃のジャパン・プルワリー。

写真提供／キリンビール（下のラベルも）。

ご』r
 

ロ
ビ
ー
ル
7
L

.・)'v 一―;.->:."';.., 

・ 痘 ＿治
9キ

袋公
Jl)j ' 

;ゞ_., ~tャ

屯

キ
リ
ン
ピ
ー
ル
発
売
時
の
ラ
ペ
ル
。
釜

年
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
史
し
て
猷
麟
に
。

苔
か
ら
横
浜
で
は
良
質
の
清
水
が
湧

く
こ
と
が
矧
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
注
目
し
た
外
同
人
に
よ
り
ビ
ー
ル
醗

迄
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
明
治
一
年
に
、
山
手
に
「
ジ

日
本
人
が
焼
い
た

「焼
き
慢
頭
」
の
よ
う
な

パ
ン
の
味
は
意
外
と
好
評
！

横
浜
で
最
初
に
パ
ン
犀
を
始
め
た
の

は
日
本
人
で
し
た
。
万
延
元
年
(
-
八

六
0
)、
内
海
兵
古
と
い
う
人
が
、
フ

ラ
ン
ス
軍
艦
の
乗
組
H
か
ら
手
ほ
ど
き

を
受
け
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
パ
ン
を

焼
い
た
と
い
い
ま
す
。
内
海
の
談
話
に

よ
る
と
、

「パ
ン
だ
か
焼
き
低
頭
だ
か
、

何
だ
か
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
物
」
で
し

た
が
、
よ
く
売
れ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
翌
年
、
グ
ッ
ド
マ
ン
と
い
う
人

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
パ
ン
崖
を
開
店
。

数
年
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ロ
バ
ー

ト
・
ク
ラ
ー
ク
が
「
横
浜
ベ
ー
カ
リ
ー
」

を
創
業
。
「
ウ
チ
キ
パ
ン
」
へ
と
受
け

継
が
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

「
ビ
ア
ザ
ケ
」
と
呼
ば
れ
た

n本
最
初
の
ビ
ー
ル
。

日の田

(J)稗

明治半ばの 「氷水店」の

店頭風景（ビゴー ［東京

芸者の一日Jより）c ※

ャ
パ
ン
・
ヨ
コ
ハ
マ
・
プ
ル
ワ
リ
ー
」

と
い
う
醸
造
所
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、

長
綺
き
せ
ず
、
翌
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ

ー
プ
ラ
ン
ド
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
が
111

手
の
大
沼
に
、

「
ス
プ
リ
ン
グ
・
ヴ
ァ

レ
ー
・

プ
ル
ワ
リ
ー
」
を
創
設
。
製
品

は

「ビ
ア
ザ
ケ
」
と
い
、

2
石
で
視
し
ま

れ
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
産
業
の
始
祖
と
さ

れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
コ
ー
プ
ラ
ン
ド

で
す
。
そ
の
後
、
明
治
十
八
年
に
は
、

コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
．
上
楊
の
跡
地
に

「ジ

ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ワ
リ
ー
」
が
設
立
さ
れ
、

総
代
理
店
と
な

っ
た
明
治
屋
が
、
製
品

名
を
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
」
と
し
て
仝
同

に
販
元
し
ま
す
。

山手外国人墓地に

あるコープランドの

墓。塞前にピール

が供えられているc

1
ーー
ー

ー

＇
も

明治37年頃の牧場の広告。

牧場主は石川要之助。※

〗
）牛
乳
亨

曲
芸
師
リ
ズ
レ
ー
が
居
留
地
で
創
始
。

u本
人
の
問
で
も
乳
牛
飼
育
が
ブ
ー
ム
に
。

元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
、
曲
馬
団
を
率
い

て
横
洪
に
や
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
の
曲
芸
師

リ
ズ
レ
ー
が
、
柚
洪
で
最
初
の
牛
乳
業
者
で
し

た
。
慶
応

一年

(
-
八
六
しハ
）
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
乳
牛
を
連
れ
て
き

て
牧
場
を
開
き
、
搾

乳
業
を
始
め
ま
す
。

そ
の
後
、
中
川
嘉

兵
衛
を
は
じ
め
、
多

く
の

H
本
人
が
牧
場

経
営
に
乗
り
出
し
ま

す
が
、
そ
の
中
に
は

写
衰
家
の
下
岡
蓮
杖

も
い
ま
し
た
。

.,,.-,,, ・:.:;"-!BLUFF DAILY. 
ュ,._"'-・ 釦rsm,i'富品芯畔"

● ,. a,m . 軍.,,,,,_心"・
u 

主鱒富乳牛,,,石亭山

•~Tが肋之姿/11石 m:,tii

亭
氷
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
亨

天
然
氷
を
使
っ
た
、
飛
び
き
り
裔
価
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

開
港
当
時
の
横
洪
で
は
、
ボ
ス
ト
ン

さ
ば
・
っ
ピ
う

か
ら
喜
望
蜂
回
り
で
六
カ
月
か
か
っ
て

運
ば
れ
た
高
価
な
天
然
氷
を
輸
入
し
て

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
用
。
リ
ズ

レ
ー
（
も
と
曲
馬
団
の
団
長
）
が
犬
津

氷
を
輸
人
し
て
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・

サ
ロ
ン
を
開
業
し
た
の
は
塵
応
元
年

（
一
八
六
在
）
の
こ
と
。

日
本
人
で
は
中
川
嘉
兵
衛
が
雨
館
氷

の
切
り
出
し
に
成
功
し
、
明
治
元
年
に

横
浜
に
氷
会
社
を
設
立
。
翌
年
六
月
、

町
田
防
造
が
馬
車
道
に
「
氷
水
加
」
を

開
店
し、

「氷
又
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

を
販
じ
呪
氷
水
と
は
、
氷
を
カ
ン
ナ
で

削
っ
た
飲
み
物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

13 12 
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カミソリで髭をあたる散髭

師（「時事新報」明治31年8
月7日号）。※

元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
に
「
横
浜
ホ
テ
ル
」
内
に

開
店
し
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
ヘ
ア
ー

・
サ
ロ
ン

が
、
横
浜
で
最
初
の
理
容
空
。
そ
の
後
、
明
治
四
年
に

断
髭
令
が
出
さ
れ
る
と
、
日
本
人
の
結
晏
師
た
ち
は
、

ぞ
く
ぞ
く
と
理
容
師
へ
転
身
。
元
祖
と
さ
れ
る
小
倉
虎

吉
は
、
異
国
船
に
出
人
り
す
る
う
ち
に
西
洋
の
理
｛
往
帥

の
ハ
サ
ミ
の
使
い
方
を
鎚
え
て
、
明
治

一
、
二
年
頃
に
、

「散
髪
床
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

上／洋裁をする娼

人（芳負画・万延元

年）。※ 左／日本

洋裁業発祥顕彰碑。

ア
メ
リ
カ
で
ミ
シ
ン
が
生
産
さ
れ
る
の
は

一
八
五

．『―-年
頃
、
そ
の
後
、
日
木
に
も
入
り
、
文
久
三
年

（
；
八
六
三
）
、
英
国
人
の
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
が
居
留
地

に
ド
レ
ス
・
メ
ー
カ
ー
を
開
業
。
こ
れ
が
洋
裁
業
の

始
ま
り
で
す
。
日
本
人
で
は
、
官
薮
師
ブ
ラ
ウ
ン
の

夫
人
の
も
と
で
鋤
い
て
い
た
沢
野
辰
五
郎
と
い
う
人

が
、
足
袋
職
人
か
ら
転
身
し
て
洋
裁
店
を
開
業
し
た

の
が
巌
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜

・
弁
天
通
り
に

住
む
持
丸
幸
助
が
マ
ッ

チ
製
造
の
元
祖
。
明
治

八
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

機
械
を
取
り
寄
せ
て
裂

造
を
始
め
た
の
が
最
初
。

そ
の
後
、
マ
ッ
チ
の
製

迄
所
は
林
吃
し
、
明
治

末
に
は
、

H
本
は
ア
メ

リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
並
ん
で
、
世
界
三
大

マ
ッ
チ
生
産
同
に
ま
で

成
長
。
当
時
、
生
産
呈

の
八
割
が
海
外
に
輸
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｀
量[
 

亭
理
容
亭

断
雙
ュ
で
結
髪
師
た
ち
は
理
容
師
に
転
向
。

傘
洋
裁
亭

手
縫
い
の
時
代
か
ら
ミ
シ
ン
の
時
代
へ
。

亭
マ
ッ
チ
寧

明
治
末
に
は
世
界
有
数
の
マ
ッ
チ
生
産
国
に
。

右／センダクをする婦人（万延

元年匝5洋万物図」より）。※
上／クリーニング業発祥の地。

ンオ‘

ーセ
ク

グ

”{

§
i
 

ふ

を

IJJ

ー

｝
 

ぇ
ッ
ら
ら
久
？
ノ
喜
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

疇

最
初
は
小
川
の
中
の
丸
い
石
に
衣
類
を
叩
き
つ
け
て
洗
濯
！

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
開
港
後
の
横
浜

を
代
表
す
る
職
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
居

留
地
の
外
国
人
の
数
が
増
え
る
に
従
い

誓
し
、
の
ち
に
鷹
議
貝
を
務
め
た

脇
沢
金
次
郎
の
よ
う
に

一
代
で
財
を
築

い
た
人
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

元
祖
と
さ
れ
る
渡
辺
善
兵
衛
は
熊
本

の
人
で
、
長
崎
で
西
洋
式
の
洗
濯
法
を

覚
え
た
後
、
横
浜
に
出
て
、
太
田
町
八

丁
目
（
現
在
の
中
区
山
下
町
）
に
開
業
。

文
久
年
間
(
-
八
六

一
＼
六
一
＿一年
）
と

の
こ
と
。
当
初
、
善
兵
衛
は
、
店
の
前

を
流
れ
る
小
川
の
中
の
大
き
な
丸
い
石

に
衣
類
を
た
た
き
つ
け
て
洗
湿
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

~--"ー・心 ・ w~~--- 心ぶ，:r・.. , ..• ぷ」

右／「桃太郎」をデザインモチーフにし

た堤製石鹸のラペル。※

上／印版師が製作した石鹸の型。※

初
め
て
国
産
の

石
鹸
が
作
ら
れ
た

の
は
明
治
六
年
の

こ
と
。
横
須
賀
の

製
鉄
所
で
働
い
て

4
 

い
た
堤
磯
右
衛
門

ー

が
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
ボ
エ
ル
か
ら
石

鹸
の
製
法
を
伝
授
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

磯
右
衛
門
は
三
吉
町
（
現
在
の
南
区

万
世
町
）
に
製
造
所
を
興
し
、
サ
古
心
の

末
に
洗
濯
石
鹸
と
化
粧
石
鹸
の
製
造
に

成
功
。
そ
の
後
、
塩
水
で
も
使
え
る
海

水
石
鹸
や
コ
レ
ラ
予
防
の
石
炭
酸
石
鹸

を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

亭
石
鹸
亭
＂
＂
且
吐

輸出先国の神話や伝説をモチー

フにしたラペル。提供／藤井友樹
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斤

の

駅
急
地

古

ム

り
救
の

ァジ

電

話

斎

喜

の

地

這

醗

細

鴎

最

浜

夕

、
本

•

中
・
国
園

横
ス

我

公

地

］
 
0
●

の

、
園

＼
ゞ

信

業

ヽ

公

所

約

地

館
麟
靡
二
．
電
創
｀
転
蒻

情”:'の虹．

日
戸
三
RH

ご
[

―

市

日

下

太

〇

如

田

・ー

浜
ヽ
p
e

f
吉

立

館

初

燈

0
9
 

駅

最

ス

道

県

物

で

ガ本

の

車

川

博

日

罵

奈

史
神

歴I
-. 

ゅ

sc̀
 

こ[i〗

民

＼、計 「日本国新聞発祥の地」碑。

日本写真の開祖

下岡蓮杖類彰碑。

〇、みなとみらい駅

．
 

日
本
ガ
ス
事
業

発
祥
の
地

史
跡
神
奈
川
奉
行
所
跡

．
 

Bノ111町駅
Q 

・近代水道
発祥の地

野毛山公園

京
浜
急
行
線

。
貿
金
町
駅

阪
東
橋
駅
〇

誨
日本初の近代水道（横浜水道）を

敷設した英国人技師ヘンりー・ス

- ジ サ＝ ・バーマ＝ぢ胸像。

関門踪

横
浜
湛

大
桟
抵
埠
頭

，西洋理鮭 日本で品初のガス熾 ヘボン博士邸跡。
発祥の地

↓ 山下公園
ヽガス灯の生いたち

横浜天主堂跡
ヘボン博土邸跡

＼ 
ヽ ・横浜ポウリング発祥の碑
●クリーニング業発祥の地

• 0 
日本洋裁業 元訂中華街駅-・・ 一

港の見える丘公椋l

発祥顕彰碑 • 
ンエフールの

ウチキ 水屋敷

日本国新聞
パン 、／•横浜外国人墓地

•発祥の地
．我国西洋歯科医学 元町公岡
↑ 発祥の地 I . 山手80番館•北方小学校
明治時代の

日本パプテスト遺跡

下水管 発祥の地

r,: 

日本初の公園（横浜公

園）をはじめ、街づくり

に貢献した英国人技師

リチャ ー ド・ヘンリ

ー・ブラン トンの胸像。

／
 

●麒麟麦酒開源

＇｀今• 妙香寺

記念碑

~ jノ 詞~1［累バI悶尉；代
ヽヽ、 ． 
、ヽ̀、 ． 
山手 、`、`ヽ、 日本初の洋式公匿

・日本吹奏楽発祥の地
.. 

イタリア山庭園
,,. ,,. 

＼＼ 
‘、'

日本メソヂスト教会

T 
起源の碑． 

打越霊泉の由来 忍岱‘、:、'.・

馬の博物館•

根岸森林公l刹

根岸競馬場跡●

' 
皿該酒開源記念起

＼ 、

250 

横
浜
も
の
の
は
じ
め
地
図

●
印
は
、

0
0発
祥
の
地
を
示
す
記
念
碑
な
ど
。

●
印
は
、
そ
の
他
の
横
浜
の
歴
史
に
か
か
わ
る
史
跡
な
ど
。
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‘ 
ワ
イ
ン
の
本
場
、
ボ
ル
ド
ー
へ

平
成
十
四
年
に
、
⑱
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化

振
興
財
団
主
催
の
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
団

に
参
加
し
ま
し
た
。

上
司
か
ら

「応
募
し
て
み
な
い
か
」
と
言

わ
れ
て
、
視
察
先
が
ロ
ー
マ
、
パ
リ
、
ボ
ル

ド
ー
と
聞
い
た
時
に
は
、
正
直
、
心
が
躍
り

ま
し
た
。
私
の
仕
事
は
酒
販
店
の
営
業
で
す
。

そ
れ
も
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
ワ
イ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
か
ら
、
一
度
は
ワ
イ
ン
の
メ
ッ

力
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
参
加
で
き
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

時
は
、
夢
が
叶
っ
た
と
思
い
ま
し
た
ね
。
そ

ワ
イ
ン
は
歴
史
を
味
わ
う
も
の

れ
に
、
私
の
希
望
を
取
り
人
れ
て
い
た
だ
い

て
、
ボ
ル
ド
ー
の
シ
ャ
ト
ー
（
冊
萄
の
生
産

か
ら
瓶
詰
め
作
業
ま
で
を

一
貰
し
て
行
っ
て

い
る
生
産
者
）
を
訪
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
し
、
ま
さ
に
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の
視
察

旅
行
で
し
た
。

ロ
ー
マ
、
パ
リ
と
訪
れ
て
、
最
後
の
視
察

地
の
ボ
ル
ド
ー
に
着
く
と
、
私
た
ち
は
、
さ

っ
そ
く
街
の
中
心
街
に
あ
る
ワ
イ
ン
の
専
門

店
を
訪
ね
ま
し
た
。
「
ラ
ヴ
ィ
ノ
テ
ー
ク
」

と
い
う
店
で
す
。
こ
の
店
は
ワ
イ
ン
販
売
の

激
戦
区
に
あ
る
だ
け
に
、
商
品
の
品
揃
え
、

品
傾
管
理
か
ら
顧
客
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
週
に
．
一、
三
回
は
、
従
業
員

を
交
え
て
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
試

飲
）
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
客

様
に
お
勧
め
す
る
ワ
イ
ン
の
品
質
を
確
認
し

て
お
く
た
め
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ヽ
？
ち
で
も

19

品
質
管
理
を
怠
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
ま
で
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
さ
す

が
ワ
イ
ン
の
プ
ロ
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
ね
。

ま
た
、
お
客
様
の
過
去
の
購
入
履
歴
や
好

み
の
料
理
な
ど
も
、
き
っ
ち
り
と
把
握
し
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
予
算
に
応
じ
て
、
料

理
に
合
っ
た
ワ
イ
ン
を
す
ぐ
に
提
供
す
る
こ



上右と、その下／竺簸釜遺跡（国指定史跡）。縄文・弥生・古墳時代の3代にわたる集
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翌
H‘

待
望
の
シ
ャ
ト
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。
五
五
[
ヤ
こ
い
ぅ
広
大
な
葡
萄
園
を
所
有

自
分
の
体
験
を
、
お
客
様
に
伝
え
た
い

と
が
で
き
ま
す
。
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
に
、

バ
ー
ス
デ
ー

・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
（
誕
生
年
に

造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
）
も
豊
富
に
揃
え
て
い
ま

し
た
。
な
に
し
ろ
、
子
ど
も
の
生
ま
れ
た
年

の
ワ
イ
ン
を
記
念
に
購
入
し
て
、
子
ど
も
が

二
十
歳
に
な
る
ま
で
大
切
に
と
っ
て
お
く
と

い
う
お
国
柄
で
す
。
以
前
、
私
の
上
司
が

「
ワ
イ
ン
は
歴
史
を
味
わ
う
も
の
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま

し
た
ね
。

す
る
シ
ャ
ト
ー
で
す
。
ち
ょ
う
ど
収
穫
が
終

わ
っ
た
ば
か
り
で
、
葡
萄
畑
に
は
人
の
姿
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
葡
萄

畑
で

一
年
が
か
り
で
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た

葡
萄
を
、
千
人
以
上
の
人
の
手
で
、

一
カ
月

半
も
か
か
っ
て
収
穫
し
て
、
そ
の
後
ワ
イ
ン

に
な
る
ま
で
に

一
年
か
ら
二
年
の
時
を
経
て
、

さ
ら
に
飲
み
頃
に
な
る
ま
で
に
は
何
年
も
置

い
て
お
く
。
そ
の
年
月
を
息
う
と
、
な
ん
だ

か
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
し
た
ね
。

こ
こ
で
は
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を

う
か
が
っ
た
後
、
と
っ
て
お
き
の
シ
ャ
ト
ー

ワ
イ
ン
を
試
飲
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

グ
ラ
ス
に
注
が
れ
た
ワ
イ
ン
に
対
し
て
、
心

三
枝
芳
光
（
さ
え
ぐ
さ

・
よ
し
み
つ
）
●
昭
和
4
9
年
、
横
浜
市

生
ま
れ
。
高
校
時
代
に
ア
ル
パ
イ
ト
で
横
濱
屋
に
勤
め
、
大
学

卒
業
後
、
入
社
。
現
在
、
酒
販
事
業
部
で
営
業
担
当
)

※
閲
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
業
の

＿
つ
の

柱
と
し
て
、
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
県
の
商
業
従
業
者
の
方

を
対
象
に
「神
奈
川
慄
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。

海
外
の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

↑ 
o 250 soom 
I I I 

横浜銀行
六ツ/II支店

゜

井土ヶ谷駅.o 
南区役所． 

慣濱屋蒔田店

JII岡大 ゞ 細田駅

げ 勺岬弘明寺支店

弘明寺公圏 駅 〇弘明寺訳

な‘ 4 
呻繹蒔田店●横浜市南区宮元町4.93/横

浜市営地下鉄線・蒔田駅より徒歩3分／含045-

712-2670、FAX045-716-5154/営業時問

10時-23時／無休

京
浜
急
行
線

三殿台遠跡

“d
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の
中
で
思
わ
ず

「あ
り
が
と
う
」
と
。
本
当

で
す
よ
（
笑
い
）
。
ま
さ
に
、

「百
聞
は

一
見

に
し
か
ず
」
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
は
、
そ
ん
な
自
分
の
体
験
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
お
客
様
に
お
伝
え
し
て
ゆ
く
こ
と

が
仕
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
合
う
ワ
イ
ン
を
和
食
店
。2
 

さ
ん
に
提
案
す
る
と
か
、
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
っ
て
、
ワ
イ
ン
文
化
の
裾
野
を
広

げ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
い

ず
れ
は
、
自
分
で
ワ
イ
ン
の
買
い
つ
け
が
で

き
れ
ば
と
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

ま

す

。

（

談

）



年金

- ―  ホ:....1レ

編集後記

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「船
便
」
の
意
味
。
広
く
世

界
へ
つ
ら
な
る
文
化
、
去
術
を
お
届
け
す
る
ホ
ー
ル
で
あ
り
た

い
と
い
う
願
い
を
こ
め
、
名
づ
け
ま
し
た
。
み
な
と
み
ら
い
に

建
つ
横
浜
銀
行
本
店
ビ
ル

一
階
に
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
講
浙
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

施
設
概
要

●
ホ
ー
ル

客
席
数
5
1
7
席

（前
舞
台
使
用
時
4
9
0
席
）

●
使
用
時
間

9
時
1
2
2時
ま
で

●
使
用
料
金
基
本
料
金
、
技
術
者
料
金
、
付
帯
穀
備
使
凩
料
の
合
計
。

某
禾
料
金
は
、
1
日
を
3
区
分
に
設
定
、
平
日
1
区
分
6
万
3
千
円
1
0

●
休
館
日
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始
、

5
月
3
日
1
5日

＠
お
問
い
合
わ
せ
•

お
申
し
込
み
先

ヴ
ィ

ア
マ
ー

レ
ホ
ー

ル
奎
務
室

（銀
行
営
業
日
の
10時
1
1
6時
）
6
0
4
5
(2
2
5)
2
1
7
3

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
1
1
1
1
横
浜
銀
行
本
店
1
階

〈は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス

（無
料
）の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
請
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
間
に

何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
辿
し
た
扉
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や

「年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク

フ
リ
ー
ダ

イ

ヤ

ル

ミ

｀

ー、

ヨ

リ

，

9

9

臨

0
1
2
o
(
3
3
4
)
0
8
9
 

●
相
談
受
付

H

銀
行
窓
口
営
業
日

●
相
談
受
付
時
間

9
時

i
1
7時

〈
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル
利
用
の
ご
案
内

横
浜
の
地
で
、
．
八
五
四
年
．
二
月
に

n米
和

親
条
約
が
結
ば
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

開
国
百
五
十
年
。
こ
の
五
年
後
に
開
港
を
迎
え、

横
浜
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
西
汗
文
明
が
日
本

の
社
会
に

一
大
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今

回
の

「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
開
国
白
lL
十
年
に
ち

な
ん
で
、
横
浜
を
発
祥
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ

た
文
化
や
洋
業
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
「横
浜
も

の
の
は
じ
め
物
語
」
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

編
集
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、

「
こ
れ
も
そ
う

か
、
あ
れ
も
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
、
柚
浜
を

発
杵
と
す
る
も
の
の
夕
名
狸
多
彩
さ
に
感
嘆
す
る

い
し
ず
•
9
^

と
と
も
に
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
横

・
で
く
セ
さ

浜
の
足
跡
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
一

介
の
寒
村
か
ら
西
洋
文
明
の
新
し
い
息
吹
を
取

り
入
れ
て
人
都
rtiに
発
展
し
た
柚
浜
、
そ
の
個

性
あ
る
歴
史
の
経
緯
が
横
浜
独
特
の
伝
統
や
文

化
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

か
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

務
め
で
あ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

巻
末
に
は
、
も
の
の
は
じ
め
の
発
祥
の
所
在

地
を
示
す
地
図
も
併
せ
て
掲
載
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
記
念

碑
な
ど
に
そ
の
面
彩
を
残
す
だ
け
に
な
っ

て
お

り
ま
す
が
、
散
策
を
兼
ね
た
文
明
開
化
の
足
跡

探
訪
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

監
修
を
し
て
い
た

だ
い
た
横
祇
開
港
資
料
館
の
斎
藤
多
喜
大
氏
を

は
じ
め
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
原
く
御
礼
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
典
財
団

事
務
局
長
治
水
照
雄
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http://www.yokohama-viamare.or.jp/ 
※ 「マイウェイ」へのご意見 ・ご要望は

info@yokohama-viamare.or.jp 
へお気軽にお寄せください。
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